総研大ニューズレター第125号（2020年２月） by 総合研究大学院大学/ 編
Topics 
総研大の行事 ノルウェー北極大学（UiT, The Arctic University of Norway）との大学間学術交流協定に
署名 / 高エネルギー加速器科学研究科共通講義「結晶の対称性・群論－基礎コース」    
/ 2019 年度国立天文台・総研大サマーステューデントプログラム（夏の体験研究）       
/「日本を研究対象とする学生のための英語講習会」開催 / 高エネルギー加速器研究機構
（KEK）一般公開で総研大コーナー設置 / 第 21 回先導科学研究科・学術講演会を開催  
/ 第６回「KEK スチューデントデイ」開催 / 総研大文化フォーラム２０１９ 
入 試 広 報 等 日本文学研究専攻修了生陳可冉氏による特別講義 入試説明会と同時開催 / 生命共生体進
化学専攻講演会・説明会の開催 / 生命共生体進化学専攻オープンキャンパスを開催 
そ の 他 令和元年度附属図書館職員研修会 / 令和元年度永年勤続者表彰式を遂行 
受賞情報 / プレスリリース情報 / メディア等出演・掲載情報 / イベント情報 
総研大 
ノルウェー研究・高等教育大臣、駐日ノルウェー大使、国立極地研究所中村所長、総研大 永田理事 
総研大 長谷川学長、ノルウェー北極大学 Anne Husebekk学長 
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2019 年 11 月 7 日（木）、総合研究大学院大学の長谷川眞理
子学長とノルウェー北極大学（UiT, The Arctic University of 











・英語コース  2019 年 7 月 22 日（月）－ 26 日（金）  









   らせん軸と並進鏡面， 
3 計量テンソル，対称操作の行列表現， 
   軸変換による空間群記号の変更， 
4  正規化群，対称性と対掌性， 
   消滅則の幾何学的解釈，ワイコフ位置と結晶軌道， 










総研大 長谷川学長、ノルウェー北極大学 Anne 
Husebekk学長による調印 








た。参加者数は日本語コースが 46 名、英語コース 16 名、総研大生 8 名、単位取得を希望した大学院生は 18
名（単位申請ができたもの 12 名）でした。 
■受講生の声１：物質構造科学専攻 Nur Ika Puji Ayu
"Training Course on Symmetry and Group Theory is an essential basic course for anyone working with 
crystallography. Before participated in this course, it was difficult for me to read the International Tables for 
Crystallography and other group-subgroup relation textbooks. After participating in this course, I have a better 
understanding because the lecturer could explain in such a way easier to understand rather than crystallography 
textbooks. This course provided me not only a fundamental theory but also practical exercises of the real 
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国立天文台・総合研究大学院大学サマーステューデントプログラムが夏休み期間中に実施されました。こ
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普段研究対象として慣れ親しんでいる文学作品や研究内容について、英語で説明できますか。なかなかう
まく表現できないということはありませんか。 






















 2019 年 9 月 1 日（日）高エネルギー加速器研究機構（KEK）の一般公開があり、高エネルギー加速器科学
研究科では情報発信や進路相談を目的として「総研大なんでも相談コーナー」を設置しました。会場では来
場者からの「KEK で博士号を取りたい」「学生生活はどんな感じですか」といった相談や質問が飛び交い、
それらに担当教員や卒業生が 1 つ 1 つ丁寧に対応していました。また、総研大生の横のつながりの強化や新
たな縦のつながりを作る目的で平成 29 年度から導入された同窓会コーナーも引き続き設置され、訪れた修了
生同士で近況を報告しあう姿や学生時代の担当教員と再会し昔話に花を咲かせる姿が見られました。 
 キャリア講演会では前回講師は 1 人だったところ、今年度は中村純也氏（2015 年修了、デロイトトーマン
ツコンサルティング所属）、内山英史氏（2005 年修了、立山マシン（株）所属）、藤塚理史氏（2015 年修














いて、広く一般の方々に分かり易く伝えていくことを目的に、毎年 11 月 3 日文化の日に学術講演会を開催し
ました。今年（2019 年）も晴天に恵まれ、近隣地域の住民の方を中心に 84 名が参加しました。 
第 1 部は先導科学研究科 蟻川謙太郎教授による「チョウの見る世界をさぐる ─ 昆虫視覚研究の最前線」




「チョウの見る世界をさぐる ─ 昆虫視覚研究の最前線］ 
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生命共生体進化学専攻は、2019 年 11 月 16 日（土）に TKP 品川カンファレンスセンターANNEX におい
て専攻説明会・講演会を行いました。本専攻では毎年 2 回の説明会を開催しており、今年度 2 回目となる今
回は、合計 7 名の参加がありました。 
前半の講演会では、本専攻における研究の中から最前線のテーマ「ヒトはなぜ協力するか？―間接互恵性
からのアプローチ―」、「旅をする虫たち ―その方向を知る仕組み―」、「マグネトロンとＱＥＤ：理論











































Ito, “Magnetrons and Quantum Electrodynamics: Engineering and Physics in the Case of Tomonaga Sin-
itiro,” Studies in History and Philosophy of Modern Physics 60, 2017: 110-122. 




























・ポスター説明 ＆ 情報交換会 
【総務課】 
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■構造分子科学専攻 石﨑 章仁 教授 第 16 回（令和元年度）日本学士院学術奨励賞受賞
理論・計算分子科学研究領域の石崎章仁教授に対して第 16 回（令和元年度）日本学士院学術奨励賞が授与さ














■第 16 回（令和元年度）日本学術振興会賞に 2 名受賞
受賞対象者は、人文学、社会科学及び自然科学の全分野において、45 歳未満で博士又は博士と同等以上の
学術研究能力を有する者のうち、論文等の研究業績により学術上特に優れた成果をあげている研究者として
います。授賞式は 2020 年 2 月 18 日に日本学士院において行われる予定です。 
［URL］https://www.jsps.go.jp/jsps-prize/kettei.html 
受賞者氏名 所属・役職 受賞の対象となった研究業績 
石﨑 章仁 自然科学研究機構 分子科学研究所 教授 実時間量子散逸系理論の構築とその
光合成初期過程解明への応用 




■情報学専攻 Phua Yin Jun さん（5 年一貫制博士課程３年）、井上 克巳 教授 国際会議 ILP 2019 にて
最優秀学生論文賞を受賞 
 ポア・インジュンさん（総研大情報学専攻,井上研究室)、井上 克巳教授（情報学プリンシプル研究系）、
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■情報学専攻 安田裕介さん（5 年一貫制博士課程４年） 日本音響学会第 20 回（2019 年秋季研究発表会）
学生優秀発表賞受賞 
 安田 裕介さん（総研大情報学専攻、山岸研究室）による論文「ソフトアテンション







■生命共生体進化学専攻 入江尚子 研究員、長谷川眞理子 学長、沓掛展之 教授 J Ethology, Editor's
Choice Award 受賞 
【授賞理由】 
The authors demonstrate that Asian elephants’ sense of numerosity differs from that of African elephants, and 
is similar to that of humans. The editorial committee considered the paper astonishing, since it reveals the 
diversity and convergence of numerical sense among different animals, using an ingenious study method. The 
committee also recognized the considerable social response to the paper. 
［URL］https://link.springer.com/article/10.1007/s10164-019-00627-0 
■生命共生体進化学専攻 大槻久 准教授 Theoretical Population Biology 誌






■地域文化学専攻 山中由里子 教授 日本タイポグラフィ年鑑 2020
エディトリアル部門／審査委員賞『驚異と怪異――想像界の生きものたち』
［URL］https://www.typography.or.jp/topics/topics01.html#t181
■地域文化学専攻 山中由里子 教授 第 61 回全国カタログ展
経済産業省商務情報政策局長賞図録部門／金賞『驚異と怪異――想像界の生きものたち』
［URL］https://www.jfpi.or.jp/files/user/pdf/61katarogu.pdf
■高エネルギー加速器研究機構 宮澤徹也 卒業生 日本表面真空学会奨励賞
［URL］https://www.jvss.jp/jpn/prize/index.php
■素粒子原子核専攻 郡和範 准教授 物理学会論文賞
［URL］https://www.jps.or.jp/activities/awards/ronbunsyo/ronbun25-2020.php
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■加速器科学専攻 山口孝明さん（5 年一貫制博士課程 2 年）2019 年度ビーム物理研究会、若手の会





















【論文情報】Spectral organization of the compound eye of a migrating nymphalid, the Chestnut tiger 







【掲載】比較文化学専攻 広瀬浩二郎 准教授 
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朝日新聞 朝刊 
【記事タイトル】「著者に会いたい」『現地嫌いなフィールド言語学者、かく語りき。』吉岡乾さん 
【掲載】比較文化学専攻 吉岡乾 准教授 
【日時】朝日新聞 朝刊 2019 年 11 月 2 日（土） 
【URL】https://www.asahi.com/articles/photo/AS20191102000186.html 
北羽新報 朝刊、山形新聞 朝刊、南海日日新聞 朝刊、静岡新聞 夕刊 
【記事タイトル】ハカ、太平洋諸国に拡大 
【掲載】地域文化学専攻 丹羽典生 准教授 
【日時】北羽新報朝刊、山形新聞朝刊、南海日日新聞朝刊、静岡新聞夕刊 
2019 年 11 月 20 日（水）〜11 月 22 日（金） 
読売新聞 夕刊 
【記事タイトル】歩いて触れて 古代楽しむ 
【掲載】比較文化学専攻 広瀬浩二郎 准教授 
【日時】読売新聞 夕刊 2019 年 11 月 21 日（木） 
テレビ朝日 
【出演番組】「超人女子戦士ガリベンガーV」宇宙の謎を解明せよ！2 
【掲載】天文科学専攻 山岡均 准教授 






【掲載】天文科学専攻 大石雅寿 教授、日本歴史研究専攻 坂本稔 教授 
【日時】信濃毎日新聞 2019 年 12 月 26 日（木） 
sorae 
【記事タイトル】観測史上最も古い「静かな銀河」を 120 億光年の遠方宇宙で発見 
【掲載】天文科学専攻 田中賢幸 准教授 





【掲載】生命共生体進化学専攻 沓掛展之 教授 
【日時】2020 年 1 月 1 日（水） 
※子年ということでハダカデバネズミの解説を行いました。 




【日時】日刊工業新聞 2020 年 1 月 16 日（木） 
現代ビジネス 
【記事タイトル】祝・地質年代「チバニアン」決定！ で、結局何がスゴいの？ 
【掲載】極域科学専攻 菅沼悠介 准教授 




【掲載】素粒子原子核専攻 青木優美さん（5 年一貫制博士課程 4 年） 




【掲載】核融合科学専攻 仲田資季 准教授 







【掲載】国際日本研究専攻 大学院生・単荷君さん（博士後期課程 3 年） 
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「Perfoming Arts and Conviviality」 
国立民族学博物館 
寺田吉孝 教授 






























Event Calendar イベント情報 
※原則として、総研大専攻としての行事のみを掲載します。 




が、撮影した 1 月 30 日には、葉山キャンパス近くでこのような茜色のグラ
デーションを見せてくれました。 
残業をしてしまうと見逃します。刻一刻と変わる空の色に癒やされなが
ら、延長保育で帰りを待つ娘のもとへと急ぐ帰路なのでした。 
（広報社会連携係 Y.I） 
ⓒ2020 SOKENDAI
2020年 2月発行 
編集・発行 
国立大学法人 総合研究大学院大学 
総合企画課広報社会連携係 
神奈川県三浦郡葉山町(湘南国際村) 
TEL 046-858-1629 
FAX 046-858-1648 
Email kouhou1(at)ml.soken.ac.jp 
※(at)は@に変換してください。 
広報社会連携係では、メディアを通じて総研大の研究成果を広
く社会に発信しています。特に、総研大在学生が筆頭著者として
研究論文を出版する際、プレスリリースを行う場合は、総研大と
所属専攻(基盤機関)との共同プレスリリースを行っておりますの
で、是非総研大広報社会連携係までご連絡ください。 
各専攻の学生・担当教員の「メディア出演」、「受賞・表彰」
および「地域社会と連携・密着したアウトリーチ活動等の社会連
携・貢献活動」についてニューズレター、ウェブ掲載等により発
信しておりますので、各種情報を是非お寄せください。 
研究論文を投稿する場合や、メディア等に出演される場合は、
「総合研究大学院大学」と表記いただきますよう、総研大の知名
度向上にご協力をお願いいたします。 
